
学校キャラバン

〇 IN 鞍手竜徳高校

〇 令和６年３月１１日～１２日

建設産業専門団体九州地区連合会



令和５年度 鞍手竜徳高等学校キャラバンについて

実 施 日：令和６年３月１１日（月）、３月１２日（火）

参 加 者：福岡県立鞍手竜徳高等学校
  総合学科 工業技術系列 ２年生４１名

場   所：福岡県立鞍手竜徳高等学校（福岡県宮若市龍徳１６１番地）実習室他

【カリキュラム】
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日　時 　作　業　名 作業内容 協力団体

3月11日(月)

3月12日(火)

*2年生 41名

3月11日のみ

9:00～9:30
オリエンテーション 建設業の魅力を伝えます 九州建専連・九州地方整備局

3月11日

9:40～12:40

　　3月12日

  9:00～12:00

*生徒が6グルー

プに分かれ二日

間で順次体験

（各60分予定）

足場設置 高所で作業をするための足場を組み立てます 福岡県鳶土工業連合会

鉄筋ガス圧接 鉄筋を加熱し、圧力を加えながら接合します 西日本圧接業協同組合

鉄筋結束 鉄筋を結束し、建物の骨組みを組み立てます 福岡県鉄筋事業協同組合

型枠組立 コンクリートを流し込むための型枠を作ります （一社）日本型枠工事業協会九州支部

電気工事 電気設備の配線実演をします （一社）日本電設工業協会九州支部

解体工事 解体重機の操作を体験します （一社）福岡県解体工事業協会

3月12日のみ

12:00～12:40
意見交換会等 参加各団体



学校キャラバンの様子（鞍手竜徳高等学校）

２

作業体験 鉄筋ガス圧接足場設置

協力団体・企業等の紹介 九州地方整備局から建設業魅力発信

オリエンテーション



学校キャラバンの様子（鞍手竜徳高等学校）

３

作業体験 鉄筋結束 型枠組立

電気工事 解体重機操作



先輩からの助言
意見交換会

• 皆さんと一緒に建物をつくること、建物に電気が通ったとき、普段入ることができない特殊な現場での作業ができたこと。

• 転居に伴い転職も考えたが、技能を身に付けた職に対する自負もあり、同じ仕事に就くことができている。皆さんが見つけ

たものに突き進んでください。

• 能力は入ってきて身に付けていくものであり、自らどういうものが必要なのかを確認して身に着けていけばいい。

• 今与えられている目の前のミッションに取り組むことが大事。

• 自分自身をしること、何が好きなのか、どういうことが苦手なのか。

• 経験の中で人生失敗もあるけれどやり直しはやる気さえあればできる。

• ひとつの問題に対して皆で意見を出し合いながら解決していく。

壁を乗り越えることが自分にとてプラスになる 壁を楽しむことが必要

学校キャラバンの様子（鞍手竜徳高等学校）
意見交換会

就職して会社を辞めずに一生続けていく秘訣はありま
すか？

どういう従業員を雇用したいと思いますか？雇用した従
業員の共通点はありますか？

この仕事で楽しいと思うときは何ですか？

生とからの質問 先輩からの助言

すぐに仕事ができるわけではなく、経験によって仕事の奥行が
深くなっていくので、あきらめないでやっていくことが大事。

あいさつができて、元気でポジティブ、明るく、素直、人の話を
聞ける人。

みんなと一緒に目的に向かって仕事を行い、他の業種の
方と繋がりをもちながら、モノづくりに使命感を持って携わ
れること。

４
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学校キャラバンに参加した鞍手竜徳高校の生徒４０人が回答
（男性３８人、女性２人）

解体15人

体験してみたい専門工事業について

防水
3名

屋根
4名

タイル
4名

塗装
18名

コンクリート圧送、
板金、アンカー

各1名
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きたない仕事

興味がないので職業イメージは持てなかった

思ってたよりも快適な職場

夢のある仕事

きつい仕事

危険な仕事

チームワークが大切な仕事

やりがいのある仕事

技能が身につく仕事

建設業のイメージは?
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職業を選択する際に意識する項目

（意識する順番ごとに３項目を選択）
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建設業に興味がないので、職業選択の一つ

にはならなかった

専門工事業の技能を身につけたいと思った

将来は建設業の仕事につきたいと思った

建設業は職業の選択の一つではあるが、今

は他の職業に興味がある

他の職業に興味があったが、建設業にも興味

がわいてきた

建設業が職業選択になったか

５

生徒アンケート結果



・解体で実際に運転させるユンボ操作はなかなか体験できることではないので特に好評だった
・足場の作業で生徒自ら２回目を志願して作業に取り組んでいたことが印象深かったです。
・おかげさまで土木建築系の進路に進む生徒が今年度も5名出ました。この企画は生徒の進路選択に大きな影響を与え
ていることは間違いありません。
・貴重な機会をいただき本当にありがとうございました。我々教員からも建設業の魅力、今後の展望を伝え、
理解させることで今回の出前授業の効果をより向上させたいと思います    
   

主な感想、興味を持ったこと

６

・体験を通してどの会社も自分の仕事に誇りとやりがいを持っていてすごくかっこよかったです。
・普段あんまり見ることができない仕事について少し見ることができたので、とても良かったです。
みんな自分の仕事が好きなんだなと感じたのでかっこよかったです。
・建設業はきつくて大変なイメージが強かったけど、実際に体験してみて、きつい作業もあったけどその分
やりがいがあるし、楽しかったので将来は今回の体験の内容を活かして決めていきたいと思いました。
・大きな機械を操作してとても楽しかったです。見ているだけだと簡単に見えたけど、実際にやってみるととても
難しかったです。どこの仕事場も、みんなが仲良くてとてもいい雰囲気でやりやすかったです。
・鉄筋結束の作業が一番やりがいを感じました。どこの工業よりも職場の雰囲気が良くて作業も楽しかったです。
鉄筋工業ではどういう資格がとれるのかをもっと聞いてみたかったです。
・解体工事業に興味がわきました。どれくらい練習して取得したかなどが気になります。やりたいことが無かったけど、
ユンボが扱えるようになりたいと思いました。
・建設業は一つの業者の人が家などをつくっていると思っていたが、さまざまな企業が連携して家や学校などの
公共施設を作っていると知ってチームワークが大切であると分かりました

教員のアンケート結果

アンケートに記載されました
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九建日報 ３月１３日

７

新聞報道されました


	スライド番号 1
	令和５年度　鞍手竜徳高等学校キャラバンについて
	スライド番号 3
	スライド番号 4
	先輩からの助言
	スライド番号 6
	スライド番号 7
	スライド番号 8

